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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第16期

第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自2021年８月１日
至2022年１月31日

自2022年８月１日
至2023年１月31日

自2021年８月１日
至2022年７月31日

売上高 （千円） 297,780 278,085 653,401

経常利益又は経常損失（△） （千円） 22,146 △20,365 52,502

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 21,570 △20,636 33,306

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 24,722 △20,332 47,208

純資産額 （千円） 713,893 718,467 736,379

総資産額 （千円） 845,961 825,926 967,857

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 7.62 △7.27 11.76

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 7.41 - 11.47

自己資本比率 （％） 84.0 86.6 75.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △25,387 △159,216 91,166

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 7,701 △613 7,972

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,722 2,202 1,504

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 694,730 662,387 820,451

 

回次
第16期

第２四半期
連結会計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年11月１日
至2022年１月31日

自2022年11月１日
至2023年１月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 15.28 1.33

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第17期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当社グループは「世界に氾濫する情報から”知”を創造していく」ことをミッションとし、他に類のない自然言

語処理・類似性評価・２次元可視化・指標化等の技術により、さまざまな文書情報を用いた各種の解析サービスを

提供しております。

 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策としての活動制

限が緩和されることにより経済活動が徐々に再開されている一方、為替相場の変動やロシアのウクライナ侵攻に起

因した資源価格の高騰など、依然として先行き不透明な状態が継続しています。

このような環境の下、当社グループは、引き続き国内及び海外におけるコンサルティングサービス及びASPサー

ビスのさらなる販売拡大に取り組んだ結果、国内のASPサービスを中心に堅調に推移いたしました。また、営業活

動等で必要な人材の採用を行いまして、採用は３名となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は278,085千円（前年同期比6.6％減）、営業損失は

18,036千円（前年同期は営業利益9,232千円）、経常損失は20,365千円（前年同期は経常利益22,146千円）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は20,636千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益21,570千円）となり

ました。

なお、当社グループはアルゴリズム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

主なサービス別の状況は以下のとおりであります。

(a)コンサルティングサービス

当第２四半期連結累計期間におけるコンサルティングサービスの売上高は、104,997千円（前年同期比33.8％

減）でありました。

(b)ASPサービス

当第２四半期連結累計期間におけるASPサービスの売上高は、169,834千円（前年同期比26.6％増）でありまし

た。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は755,202千円となり、前連結会計年度末に比べ137,887千円減少

いたしました。これは主に現金及び預金が158,064千円、売掛金が2,808千円減少し、仕掛品が17,343千円増加した

ことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は70,723千円となり、前連結会計年度末に比べ4,043千円減少い

たしました。これは減価償却等によって有形固定資産が2,207千円、投資その他の資産が1,836千円減少したことに

よるものであります。

この結果、総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ141,931千円減少し、825,926千円となりました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は106,700千円となり、前連結会計年度末に比べ124,107千円減少

いたしました。これは主に未払法人税等が25,229千円、前受金が51,963千円、その他流動負債が47,580千円減少し

たことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は758千円となり、前連結会計年度末に比べ88千円増加いたしま

した。これはその他固定負債が306千円増加し、リース負債が217千円減少したことによるものであります。

この結果、負債の残高は、前連結会計年度末に比べ124,019千円減少し、107,459千円となりました。
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（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は718,467千円となり、前連結会計年度末に比べ17,912千円減少い

たしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失が20,636千円計上されたことと、新株予約権の行使

により資本金が1,244千円、資本剰余金が1,244千円増加したことによるものであります。なお、2022年12月の減資

及び欠損填補により、資本金が451,458千円減少し、資本剰余金が182,815千円、利益剰余金が268,642千円増加し

ております。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて158,064千円減少し、

662,387千円となりました。当第２四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間末における営業活動の結果、支出した資金は159,216千円（前年同期は25,387千円の

支出）となりました。これは主に棚卸資産の増加17,404千円、前受金の減少51,571千円、未払消費税等の減少

27,344千円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間末における投資活動の結果、支出した資金は613千円（前年同期は7,701千円の収入）

になりました。これは有形固定資産の取得による支出によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間末における財務活動の結果、取得した資金は2,202千円（前年同期は1,722千円の収

入）となりました。これは新株予約権の行使による株式の発行による収入2,420千円とその他に含まれるリース債

務の返済による支出217千円によるものであります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、11,147千円であります。これは主に、当社グループが

顧客に提供しているASPサービスの機能を改良すべく、研究開発に要した費用です。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,600,000

計 3,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年３月17日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,893,300 2,893,300
東京証券取引所

（グロース）
単元株式数　100株

計 2,893,300 2,893,300 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2023年３月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2022年12月16日（注）１ ― 2,892,300 △451,458 80,933 ― 432,391

2022年11月１日～

2023年１月31日（注）２
1,000 2,893,300 311 81,244 311 432,702

（注）１．2022年10月27日開催の定時株主総会の決議に基づき、2022年12月16日付で減資の効力が発生し、資本金から

451,458千円をその他資本剰余金に振り替えております。

２．新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2023年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

早稲田１号投資事業有限責任組合
東京都新宿区喜久井町６５番地　糟屋ビ

ル３階
1,106 38.96

中村　達生 埼玉県所沢市 660 23.27

ウエルインベストメント株式会社
東京都新宿区喜久井町６５番地　糟屋ビ

ル３階
125 4.41

平澤　創 京都府京都市左京区 50 1.76

長谷川　智彦 東京都港区 30 1.06

長瀬　泰 東京都新宿区 27 0.95

幅　昭義 東京都新宿区 20 0.70

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－１

０号
19 0.68

ＣＨＯＩ　ＪＩＹＯＵＮＧ

（常任代理人ＶＡＬＵＥＮＥＸ株式

会社）

ＳＡＮ　ＦＲＡＮＣＩＳＣＯ，　ＣＡ　

９４１５８　ＵＳＡ

（東京都文京区小日向４丁目５－１６

）

16 0.56

吉田　憲司 宮城県仙台市青葉区 15 0.53

計 － 2,069 72.88

（注）　2022年10月７日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、みずほ証券株式会社及びアセットマネジメ

ント One株式会社が2022年９月30日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2023

年１月31日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

大量保有者

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

みずほ証券株式会社

アセットマネジメント One株式会社

東京都千代田区大手町１丁目５番１号

東京都千代田区丸の内１丁目８番２号

株式　　　　300

株式　　 73,400

0.01

2.54
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2023年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 54,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,838,300 28,383 －

単元未満株式 普通株式 1,000 － －

発行済株式総数  2,893,300 － －

総株主の議決権  － 28,383 －

 

②【自己株式等】

    2023年１月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＶＡＬＵＥＮＥＸ株式会社
東京都文京区小日向四丁目

５番16号
54,000 － 54,000 1.87

計 － 54,000 － 54,000 1.87

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年11月１日から2023

年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年８月１日から2023年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、協立神明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2022年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 820,451 662,387

売掛金 40,081 37,273

仕掛品 5,513 22,856

その他 27,044 32,685

流動資産合計 893,090 755,202

固定資産   

有形固定資産 52,640 50,432

投資その他の資産 22,127 20,291

固定資産合計 74,767 70,723

資産合計 967,857 825,926

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,167 5,832

リース債務 435 435

前受金 139,418 87,454

未払法人税等 25,374 145

その他 60,413 12,832

流動負債合計 230,808 106,700

固定負債   

リース債務 471 253

その他 198 504

固定負債合計 670 758

負債合計 231,478 107,459

純資産の部   

株主資本   

資本金 531,458 81,244

資本剰余金 544,627 728,687

利益剰余金 △326,457 △78,451

自己株式 △22,500 △22,500

株主資本合計 727,128 708,980

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 6,378 6,682

その他の包括利益累計額合計 6,378 6,682

新株予約権 2,873 2,805

純資産合計 736,379 718,467

負債純資産合計 967,857 825,926
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日)

売上高 ※１ 297,780 ※１ 278,085

売上原価 59,975 61,964

売上総利益 237,804 216,121

販売費及び一般管理費 ※２ 228,572 ※２ 234,157

営業利益又は営業損失（△） 9,232 △18,036

営業外収益   

受取利息 3 3

助成金収入 ※３ 13,356 -

その他 35 18

営業外収益合計 13,395 22

営業外費用   

支払利息 22 9

為替差損 459 2,342

営業外費用合計 482 2,351

経常利益又は経常損失（△） 22,146 △20,365

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
22,146 △20,365

法人税、住民税及び事業税 576 270

法人税等合計 576 270

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,570 △20,636

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
21,570 △20,636

 

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 21,570 △20,636

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 3,152 303

その他の包括利益合計 3,152 303

四半期包括利益 24,722 △20,332

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 24,722 △20,332
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
22,146 △20,365

減価償却費 2,708 2,695

受取利息 △3 △3

助成金収入 △13,356 -

支払利息 22 9

売上債権の増減額（△は増加） △18,952 4,072

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,331 △17,404

仕入債務の増減額（△は減少） △58 710

未払消費税等の増減額（△は減少） △259 △27,344

前受金の増減額（△は減少） △3,071 △51,571

その他の流動資産の増減額（△は増加） △3,129 △6,285

その他の流動負債の増減額（△は減少） △4,410 △20,304

その他の固定資産の増減額（△は増加） 813 1,626

その他の固定負債の増減額（△は減少） 65 329

小計 △24,816 △133,837

利息の受取額 3 3

利息の支払額 △22 △9

助成金の受取額 332 -

法人税等の支払額 △884 △25,374

営業活動によるキャッシュ・フロー △25,387 △159,216

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 - △613

敷金及び保証金の回収による収入 7,701 -

投資活動によるキャッシュ・フロー 7,701 △613

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 2,319 2,420

その他 △596 △217

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,722 2,202

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,474 △436

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △13,488 △158,064

現金及び現金同等物の期首残高 708,219 820,451

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 694,730 ※ 662,387
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計

上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する仮定について重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。この契約

に基づく当座貸越契約に係る借入未実行残高は以下のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

（2022年７月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2023年１月31日）

当座貸越極度額 80,000千円 80,000千円

借入実行残高 － －

差引額 80,000 80,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　業績の季節変動について

　当社グループの売上高は、３月末までを契約期間とする受託業務が多いため、当社グループの売上高は第

３四半期連結会計期間に偏る傾向があります。

 

※２　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

 
前第２四半期連結累計期間

（自 2021年８月１日
　　至 2022年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年８月１日

　　至 2023年１月31日）

役員報酬 47,938千円 46,133千円

給料及び手当 70,877 80,319

減価償却費 2,659 2,666

 

※３　助成金収入

　前第２四半期連結累計期間（自2021年８月１日　至2022年１月31日）

主に当社の連結子会社であるVALUENEX, Inc.が米国の新型コロナウイルス感染症に係る雇用保護政策であ

るPaycheck Protection Program（給与保護プログラム）ローンを申請し借入れしておりましたが、借入金

の債務免除条件となっていた雇用保護を目的とする従業員給与等の支払に使用したことにより、返済が免除

されたものであります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2021年８月１日
至 2022年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2022年８月１日
至 2023年１月31日）

現金及び預金勘定 694,730千円 662,387千円

現金及び現金同等物 694,730 662,387

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年８月１日　至　2022年１月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年１月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2022年10月27日開催の定時株主総会の決議に基づき、2022年12月16日付けで減資の効力が発生し、

当第２四半期連結累計期間において資本金が451,458千円減少、その他資本剰余金が451,458千円増加しており

ます。また、増加したその他資本剰余金のうち268,642千円を繰越利益剰余金に振り替えることで、欠損填補

に充当しております。

また、新株予約権の行使により、当第２四半期連結累計期間において資本金が1,244千円、資本準備金が

1,244千円増加しております。

これらにより、当第２四半期連結会計期間末において、資本金が81,244千円、資本剰余金が728,687千円と

なっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年８月１日　至　2022年１月31日）

当社グループは、アルゴリズム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年１月31日）

当社グループは、アルゴリズム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第２四半期連結累計期間（自　2021年８月１日　至　2022年１月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

アルゴリズム事業

一時点で移転される財又はサービス 166,111

一定の期間にわたり移転される財又はサービス 131,668

顧客との契約から生じる収益 297,780

その他の収益 －

外部顧客への売上高 297,780

 

　当第２四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年１月31日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

アルゴリズム事業

一時点で移転される財又はサービス 105,206

一定の期間にわたり移転される財又はサービス 172,879

顧客との契約から生じる収益 278,085

その他の収益 －

外部顧客への売上高 278,085
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日）

（1）１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失（△）
7円62銭 △7円27銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に

帰属する四半期純損失（△）（千円）
21,570 △20,636

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又

は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
21,570 △20,636

普通株式の期中平均株式数（株） 2,829,453 2,837,425

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 7円41銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 80,952 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１

株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年３月17日

ＶＡＬＵＥＮＥＸ株式会社

取締役会　御中

 

 協 立 神 明 監 査 法 人 

 東 京 事 務 所 

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 朝田　潔

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　伴一

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＶＡＬＵＥＮＥ

Ｘ株式会社の2022年８月１日から2023年７月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年11月１日から

2023年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年８月１日から2023年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＶＡＬＵＥＮＥＸ株式会社及び連結子会社の2023年１月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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